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ま　え　が　き

　読者の皆さん，房
ぼう

総
そう

半
はん

島
とう

へようこそ！

　房総半島は，四方を海と川に囲まれた自然豊かな大地です。この大地には，山地，丘
きゅう

陵
りょう

，

台地，低地など，さまざまな地形が発達しています。また，房総半島の周辺にはプレート境界

が存在しているため，地球の鼓動を身近に感じることができます。房総半島には，さまざまな

時代と種類の地層や岩石が分布し，大地が構成されています。このような大地を構成する地層

や岩石には，日本列島がアジア大陸東縁部に存在していた時代から，日本海の形成に伴って島
とう

弧
こ

となり現在に至るまでの，海洋プレートの沈み込みに伴う大地の沈降と隆起や地球環境の変

動などの特徴が詳しく記録されています。また，世界で初めて日本の地名が地質時代の名称

「チバニアン」として設定された地層も，房総半島に分布しています。さらに，房総半島に分

布する地層や岩石は，河川，沿岸，浅
せん

海
かい

，そして深海と，さまざまな堆積環境で形成されたも

のです。したがって，このような地層や岩石から，直接観察することのできない地層や岩石の

形成過程を詳しく解読することが可能です。このように房総半島は，国内外をとおして，地層

や岩石の宝庫の一つといえます。

　房総半島は，首都圏にあり，交通のアクセスもよいことから，古くから「巡
じゅん

検
けん

」と呼ばれ

る地層や岩石の見学旅行の対象地域となっています。また，大学や研究所などによる地質学や

地球科学の研究対象地域として，多くの方が訪れ，多数の研究成果が国内外で公表されていま

す。このような背景の下，コロナ社から，『千葉県　地学のガイド』（1974），『続千葉県　地学の

ガイド』（1982），『新・千葉県　地学のガイド』（1993）の 3冊のガイドブックが発刊され，巡

検や研究，ならびに小・中学校や高等学校での地学教育などに活用されてきました。一方，過

去 30年間で地質学や地球科学が大きく進歩し，地層や岩石の成因に関する理解や研究方法な

どに著しい進展が認められます。このような状況から，既刊の 3冊の基本的精神を受け継ぎな

がら，新たなガイドブックの発刊が，コロナ社で計画されました。

　本書は，五つの章で構成されています。第 1章「房総半島の成り立ち」では，房総半島の地

層や岩石ならびに地形の概要とプレート運動との関係，第 2章「地層と岩石の観察方法」で

は，地層，岩石，化石の基本的な研究方法，第 3章「地層と岩石のフィールドワーク」では，

地層や岩石の野外観察地点と各地点でのおもな観察事項の具体的な解説，第 4章「房総半島の

資源」では，千葉県が誇る資源の概要，第 5章「身近な自然の猛威」では，私達に身近な自然

災害の特徴とその保全対策などが，それぞれまとめられています。このように本書は，地層や

岩石の野外観察とこれに関連した地質学や地球科学の基礎事項が学べる構成となっています。

　本書は，既刊の 3冊と同様に，児童・生徒を含めたさまざまな世代や職業の方々はもとよ
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り，大学生，大学院生，研究者，技術者の方々に，房総半島の地層や岩石の野外観察をとおし

て，大地の成り立ちや地球環境史を理解していただくためのフィールドガイドとして作成され

ました。また，本書は地質学や地球科学の入門書として活用いただくことも可能と考えられま

す。最後になりますが，コロナ社の方々には，本書の企画段階から出版に至るまで，大変なご

尽力とご協力をいただきましたことを，つけ加えさせていただきたいと思います。

　読者の皆さん，本書を片手に房総半島の地層や岩石の魅力を満喫してください！

　2025年 10月

編著者　伊　藤　　　慎

　本書では，「千葉県マスコットキャラクターチーバくん」について，千葉県より許諾を得て使用しています
（千葉県許諾第 B617-1号）。

ii　　　ま 　 え 　 が 　 き　
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本書を読むにあたって

◆  本書の引用・参考文献は，下記 2次元コードもしくは URLからご覧いただけます。なお，

本文中の1)などの肩付きの数字は，各節の引用・参考文献の番号を示します。

【1章】 【3章】【2章】 【4章】 【5章】 【付図】

◆  本書に掲載されている図の多くは，下記 2次元コード①，もしくは URLからも閲覧いただ

けます。また，本書の本文や図の訂正などに関しての読者の皆様への連絡事項についても，

下記 2次元コード②，もしくは URLからご覧いただけます。

https://www.coronasha.co.jp/static/066739/fi gures.pdf

①

　　

https://www.coronasha.co.jp/static/066739/news.pdf

②

読者の皆様へ

　本書に出てくる地層や岩石の露
ろ

頭
とう

の状況は，日々変化しています。特に，風雨や波浪による

侵食，土砂崩れ，崖の崩壊，ならびに季節による草木の繁茂状況の変化などにより，本書で解

説されている露頭の状況が変化している場合のあることを，あらかじめご了承ください。

　また，土砂災害や海岸侵食などに伴って，露頭へのアクセスが制限される場合があります。

露頭を観察される場合，掲示板や地元住民，ならびに地権者の皆様の指示に従って，安全を第

一優先に，モラルある行動をとってください。地層や岩石の露頭は，私達にとって大変貴重な

自然財産です。不必要な露頭の破壊や試料の採取を慎み，多くの方が貴重な露頭を末永く観察

できるように，皆様と協力していきたいと思います。

　　【1章】https://www.coronasha.co.jp/static/066739/ref1.pdf

　　【2章】https://www.coronasha.co.jp/static/066739/ref2.pdf

　　【3章】https://www.coronasha.co.jp/static/066739/ref3.pdf

　　【4章】https://www.coronasha.co.jp/static/066739/ref4.pdf

　　【5章】https://www.coronasha.co.jp/static/066739/ref5.pdf

　　【付図】https://www.coronasha.co.jp/static/066739/ref6.pdf
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　房総半島のある関東地方は，世界でも地震が多いこ
とで有名です。なぜ関東地方に地震が多いのかについ
て，プレートテクトニクスの観点から解説し，最近と
過去の地震活動について概観します。

1　3枚のプレートが重なる房総半島
　プレートテクトニクスとは，地球の表面は厚さ 100　
kmほどの複数の岩盤（プレート）に分かれていて，
おたがいに年間数-十数 cmの速さで移動していると
いう考えです1)。房総半島は，その南側に相

さが み

模トラフ
と呼ばれる浅い海溝，東側に日本海溝と伊

い

豆
ず

・小
お

笠
がさ

原
わら

海溝というプレートが沈み込むプレート境界に囲まれ
ています（図 1）。相模トラフでは，フィリピン海プ
レートが，房総半島が乗っている陸側プレート（北米
プレートとする説やオホーツクプレートとする説があ
るので，ここでは陸側プレートとします）に対して，
年間約 3　cmの速さで北北西の方向に沈み込んでいま
す。日本海溝と伊豆・小笠原海溝では，太平洋プレー

トが，陸側プレートとフィリピン海プレートの下に，
年間約 8　cmの速さで西北西の方向に沈み込んでいま
す4)。相模トラフと伊豆・小笠原海溝が交わる場所
（図 1の●）は，3枚のプレートが 1点で出会ってい
るので，三

さん

重
じゅう

会
かい

合
ごう

点
てん

と呼ばれます。
　このように房総半島の下では，3枚のプレートが重
なり合っています（図 2）。地震は断層がすべること
で起こりますが，房総半島の下では，断層面となるプ
レート境界面がたくさんあることになります（図 2の　
①-③）。このプレート境界面を境に各プレートが違う
方向に動くので，境界面（断層面）にひずみがたま
り，地震が多発することとなります。1枚のプレート
が沈み込んでいる場所では，プレート境界面は　①　か　
②　のどちらかだけになりますが，房総半島直下では，
①　と　②　に加えて③　のプレート境界面もあります。さ
らに，沈み込んだフィリピン海プレートの先端部が太
平洋プレートに乗り上げて大きく湾曲しているため，
フィリピン海プレートの内部に　④　の断層が発達して，
ここでも地震が発生しやすくなります。このような理
由で，房総半島を含む関東地方は地震が多いのです。
2枚のプレートが沈み込んで 3枚のプレートが重なっ
ている場所は，地球上ではここだけです。

1 . 1　プレート境界と地震活動

1章　房総半島の成り立ち

相模トラフ

太平洋プレート

フィリピン
海プレート

日
本
海
溝

伊
豆・
小
笠
原
海
溝

陸側プレート

20

40

6080

20

40

140˚E 142˚E

34˚N
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図 1　関東地方に沈み込むフィリピン海プレートと太平洋プ
レートの上面の等深線2), 3)．緑線はフィリピン海プレート，
青線は太平洋プレート上面の等深線をそれぞれ表す．等深
線の間隔は 10　km．破線はフィリピン海プレートと太平洋プ
レートの境界を示す．矢印は各プレートの運動方向．●は
プレートの三重会合点を示す．

陸側プレート

フィリピン海
　プレート

太平洋プレート

① ②

③
④

×

西 東

図 2　房総半島の下で重なる 3枚のプレートの模式断面図．
太線は，地震を発生させるおもな断層面．①　は陸側プレー
トとフィリピン海プレートの境界面，②　は陸側プレートと
太平洋プレートの境界面，③　はフィリピン海プレートと太
平洋プレートの境界面，④　はフィリピン海プレート内部の
断層面を表す．矢印と⊗は，プレート運動方向を示す（⊗
は紙面に対して奥への動き）．
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　1 . 1　プレート境界と地震活動　　　3

2　最近の地震活動
　図 3は，2018年の 1年間に発生したマグニチュー
ド（M）2以上，震源の深さが 90　km以浅の地震の分
布を表示したものです5)。この図の範囲内で約 1 500
個の地震が発生しています。図 4は，この期間の地震
の中で，地震のメカニズムが精度よく決まったものを
表示しています7)。これらから，関東地方ではいくつ
かの特徴的な地震のパターンが読みとれます。
　図 3の領域 a, bは，茨城県南西部または千葉県北西
部で 2, 3か月に 1度，有感の地震を引き起こす領域で
す。領域 aは，深さ 40-50　kmほどで陸側プレートと
フィリピン海プレートの境界（図 2の　①）で起こっ
ている地震，領域 bはこれより深い深さ 60　kmほど
のフィリピン海プレートと太平洋プレートの境界（図

2の　③）で起こっている地震です。図 4から，領域 a
では北西-南東圧縮の逆断層型，領域 bでは東西圧縮の
逆断層型の応力がかかっていて，2枚のプレートの運
動方向とそれぞれほぼ一致していることがわかります。
　図 3の領域 cは，千葉市直下の深さ 70　kmほどのと
ころで発生している地震です。ここは，フィリピン海
プレートの下面が太平洋プレートの上面に接している
場所に相当し，ときどき有感の地震が発生します。こ
こでの地震のメカニズムは，東西圧縮の逆断層型で，
太平洋プレートの動きと合っています。
　図 3の領域 dは 銚

ちょう

子
し

市付近の下，深さ 50-60　km
のフィリピン海プレートと太平洋プレートの境界付近
で発生している地震です。地震のメカニズムは東西圧
縮の逆断層型です。
　このように領域 a-dは，ここ数十年にわたり地震が
頻発している領域になります。領域 dの海側の銚子沖
にも多くの地震が見られますが，これらは，2011年 3

M5

M4

M3

139̊E 140̊E 141̊E

35̊N

36̊N

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
メカニズムの深さのスケール (km) 

東西引張
上下圧縮の
正断層

南北引張
上下圧縮の
正断層

東西圧縮
上下引張の
逆断層

南北圧縮
上下引張の
逆断層

東西引張
南北圧縮の
横ずれ断層

東西圧縮
南北引張の
横ずれ断層

断層面の凡例

凡例

図 4　地震のメカニズム7)．2018年の 1年間で精度よく（観測
波形と計算波形が 80％以上一致している）求まった深さ 90　
km以浅の地震のメカニズムを示す．色は震源の深さ，大き
さはマグニチュードを示す．凡例に示されているように，
断層面は地震波の解析から候補が二つ出るので，その両方
の面がステレオ投影（下半球投影）されている．色のある
領域は P波が押しで来る領域，白い領域は引きで来る領域
を示す．したがって，凡例にあるように，色のついている
領域で引張，白い領域で圧縮の応力がかかっていたことが
示されている．

図 3　A .2018年の 1年間に関東地方で発生した地震活動5)．
M2以上，深さ 90　km以浅の震源を示す．丸の色は震源の深
さ，大きさはマグニチュードに対応する．房総半島南東沖
の赤い楕円（SSE）は，房総スロースリップのすべり面の範
囲を示す6)．東西 2本の測線でそれぞれ囲まれた範囲（iと
ii）は，Bと Cの断面図にまとめられた震源の分布域．B, 
C .Aの範囲（i）と（ii）で発生した地震の震源分布をそれ
ぞれまとめた東面断面図．
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4　　　1章　房総半島の成り立ち　

月 11日の東北地方太平洋沖地震（M9 .0）の後，活動
が活発になった領域です。この地震から 7年経た
2018年でも，余震とみられる地震活動がまだ活発で，
東北地方太平洋沖地震がいかに大きな地震であったか
がうかがえます。
　図 3の領域 eでも震源の深さが 15-25　kmほどの地
震活動が活発ですが，この活動はスロースリップに伴
う群

ぐん

発
ぱつ

地
じ

震
しん

です。スロースリップとは，断層が地震を
起こさずに 10日から数年かけてゆっくりすべる現象
のことをいいます。房総半島の太平洋沖では，約 5年
間隔で 10-30日かけて陸側プレートとフィリピン海プ
レートの境界面が 10-30　cmすべることを繰り返して
います6)。2018年は，6月に発生しました。このよう
なスロースリップが起こると，同時かやや遅れてすべ
り領域の北西側で群発地震が起こるというのが，領域
eの特徴です。地震のメカニズムを見ると北西-南東
圧縮の逆断層型で，陸側プレートとフィリピン海プ
レートの境界が断層面であると考えられます。スロー
スリップという現象が確認されたのは，衛星による測
地観測（GNSS観測）が始まった 1996年以降のこと
ですが，房総半島では群発地震を伴うという性質を利
用すると，それ以前でも房総半島沖ではスロースリッ
プが発生していたと推測されています8)。

3　過去のおもな地震活動
　つぎに，過去に起こった地震について，そのおもな
ものをいくつか年代を遡りながら見ていきましょう
（図 5）。

東北地方太平洋沖地震　　2011年 3月 11日 14時 46
分に発生した東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）
は，M 9 .0の巨大地震でした。地震は，宮城県沖で始
まり，東西 200　km，南北 500　kmにわたって陸側プ
レートと太平洋プレートの境界面がすべりました。全
体がすべり終わるのに約 3分間もかかっています10)。
宮城県沖の日本海溝近くでは，すべり量が 60　mにも
なったのでないかと推測されています11)。すべり面の
南端は，図 5にあるように，茨城県と千葉県の県境付
近の沖合あたりまでとなっています。この地震の最大
震度は，宮城県栗

くり

原
はら

市築
つき

館
だて

で 7（震度 7はこの 1点だ
け），千葉県では震度 3-6弱を観測しています12)。死
者・行方不明者は全国で 18 000名以上13)であり，千
葉県では，死者・行方不明者は 23名13)となっていま
す。
　この地震では，非常に大きな津波が発生しました。
宮城県沖の日本海溝付近で 60　mほどプレート境界面
がすべったと推測されるので，そこでは海底が 5　m
ほど隆起したと考えられます。この隆起で発生した津
波が三陸沿岸や宮城県沿岸に 20分ほどかけて到達し，
場所によっては 40　m近い高さの津波として陸上へ侵
入しています14)。津波は沿岸に達した後，海側に引き
戻されますが，その後また，沿岸に向かうことがあり
ます。「津波は第 2波，第 3波と何度も襲ってくるこ
とがあり，後のほうが大きくなることもあります」と
いわれますが，これはその場所の地形がおもな要因
で，特に内側に湾曲した湾（仙

せん

台
だい

湾
わん

や九
く

十
じゅう

九
く

里
り

浜
はま

な
ど）で顕著となります。千葉県では， 旭

あさひ

市で最大
7 .6　mの津波が来ましたが，これは第 3波の津波で，
地震発生から 3時間後でした15)。この津波で多くの方
が亡くなりました。千葉県では外

そと

房
ぼう

で大きな津波が観
測されましたが，銚子で 3 .0　m，大

おお

原
はら

で 2 .8　m，御
おん

宿
じゅく

で 2 .5　m，千
ち

倉
くら

で 1 .4　mです（いずれも浸水高）14)。津
波の高さが旭市では突出して高くなっていますが，こ
れは，ほかの地震で発生した津波でも同様です。2010
年のチリ地震の津波では，旭市は 1 .5　mであったのに
対して，ほかの外房地域は 1　m以下，1960年のチリ
地震で発生した津波では，旭市で 3 .7　mに対してほか
の地域は 2　mほどでした14)。
　また，東北地方太平洋沖地震では，地面から水と砂
が噴き出し，建物などを傾かせる地盤の液状化も起
こっています。千葉県では，東京湾の埋め立て地や九
十九里浜地域で顕著な液状化が発生しました。内陸で
も河川等を埋め立てた場所で液状化が発生しています。
千葉県東方沖地震　　1987年 12月 17日 11時 8分に
は，M 6 .7の千葉県東方沖地震が発生しています。震
源の深さは約 50　kmとやや深く，フィリピン海プレー

138˚E 140˚E 142˚E

34˚N

36˚N
1921
龍ケ崎地震（M6.8)

1894
明治東京地震（M7.0)

1953
房総沖地震（M7.4)

1703
元禄関東地震（M8程度)

2011東北地方
太平洋沖地震（M9.0)

1895
茨城県南部地震（M7.2)

1923
大正関東
地震（M7.9)

1922
浦賀水道
地震（M6.8)

1987
千葉県東方沖
地震（M6.7)

1677
延宝地震
（M8程度)

図 5　房総半島周辺で過去に起こったおもな地震の震央位置
（黄色の丸）9)と四つの大地震を発生させた断層の概略的な範
囲．赤，大正関東地震；青，元禄関東地震；緑，東北地方
太平洋沖地震；紫，延宝地震．
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　1 . 1　プレート境界と地震活動　　　5

ト内部で起こった地震です。最大震度は勝
かつ

浦
うら

，銚子，
千葉で 5（当時は 5弱と 5強に分かれていません），
埼玉，茨城，東京，神奈川，静岡，山梨で震度 4でし
た。死者は千葉県で 2名となっています16)。この地震
は，つぎに述べる 1923年の大正関東地震以来の関東
地方で広範囲にわたって被害を起こした地震となり，
特に，東京湾の埋め立て地や九十九里浜地域，利

と

根
ね

川
がわ

流域での地盤の液状化による被害が注目されました。
大正関東地震　　1923年（大正 12年）9月 1日 11時
58分に，M 7 .9の大正関東地震（関東大震災）が発
生しています。この地震は，フィリピン海プレートと
陸側プレートの境界面がすべった地震で，震源域は神
奈川県から房総半島南部にわたる東西 100　km，南北
50　kmの広さの断層でした。すべりは神奈川県西部と
三
み

浦
うら

半
はん

島
とう

で大きく，最大 10　mと推定されていま
す17)。震度は南関東で 6を観測し，北海道から九州ま
で有感の揺れが観測されました16)。当時の震度階級は
最大 6なので，住家の全

ぜん

壊
かい

率
りつ

から求めた現在の震度に
換算すると，神奈川の湘

しょう

南
なん

地域と館
たて

山
やま

周辺が震度 7，
神奈川県全域と内

うち

房
ぼう

，荒川，江戸川流域が震度 6弱以
上に相当するようです。千葉市は 5弱程度と推定され
ています18)。
　この地震による被害は，死者・行方不明者約 14万
名，全壊建物約 13万棟，全焼建物約 45万棟となって
います9)。被害総額は約 55億円で当時の国家予算は年
間約 14億円19)（現在の国家予算は年間約 100兆円）
ですから，それの 4倍ほどの被害であり，いかに甚大
な被害が発生したかがうかがえます。千葉県での被害
は，死者・行方不明者約 1 350名，全壊建物約 3万
棟，焼失建物約 650棟，津波による流出約 70棟です。
この地震はちょうどお昼時に発生したので，火災によ
る被害が顕著でした。特に東京では，全壊約 2万棟に
対して焼失約 38万棟と 9割以上が火災による被害で
あり，死者・行方不明者（東京で約 11万名）の約 9
割も火災による犠牲です19)。この経験から，「地震だ。
火を消せ」という教訓が生まれています。
　千葉県の被害で津波による流出約 70棟とあるよう
に，この地震では津波も発生しています。相模湾が震
源で陸から近いので，早いところでは地震発生後 5分
程度で津波が襲来しています。津波は，熱海で 12　m，
伊豆大島で 12　m，房総半島先端で 9　mと相模湾に面
した沿岸域で高いですが，外房では勝浦で 1 .2　mと低
くなっています20)。
　また，この地震により多数の土砂災害が発生しまし
た。これは，前日にかなりの降雨があったことも一因
といわれています。東海道本線の根

ね

府
ぶ

川
かわ

駅では，大規
模な土

ど

石
せき

流
りゅう

（山
やま

津
つ

波
なみ

ともいわれます）に襲われ，列

車と駅舎もろとも海まで押し流されて多くの犠牲者が
出ています21)。
元
げん
禄
ろく
関東地震　　1703年 12月 31日（元禄 16年 11月

23日）にM 8クラスの元禄関東地震が発生していま
す。この地震の震源域は相模湾で，大正関東地震と同
じ陸側プレートとフィリピン海プレートの境界面がす
べった地震と考えられています。被害状況から，関東
地方南部で震度 6相当，相模湾沿岸や房総半島南端で
震度 7相当と推定されています16)。特に，小

お

田
だ

原
わら

領内
で被害が大きく，死者 2 300名ということです。また，
津波は，相模湾で 4-12　m，外房でも 6-10　m　20)と大正
関東地震による津波より高く，房総半島で死者 6 500
名以上といわれています。被害や津波の状況から，大
正関東地震よりも一回り大きい地震と考えられていま
す。地震時の隆起の痕跡である海

かい

成
せい

段
だん

丘
きゅう

から推定さ
れた地震を引き起こした断層のすべり領域は，湘南地
域から房総半島南端沖まで広がりました。三浦半島と
房総半島南端に二つの大きなすべり領域があり，最大
すべり量は 20　mで，M 8 .2と推定されています4)。
　元禄と大正の関東地震は，プレート境界での地震な
ので，繰り返し発生します。海成段丘や地震サイクル
モデルの研究から，大正型は 200-400年，元禄型は
1 400-2 000年間隔で発生すると推定されています4)。
延
えん
宝
ぽう
地震　　1677年 11月 4日（延宝 5年 10月 9日）

にM 8クラスの延宝地震が発生しています。震源域
が房総半島東方沖と推定される22)ので，太平洋プレー
ト上面がすべったプレート境界地震の可能性が高いの
ですが，詳しくはわかっていません。この地震では，
顕著な揺れはなかったようですが，外房から福島県に
かけて大きな津波が襲来したという記録が残っていま
す。いわき市で 7 .0　m以上，銚子で 3 .5　m，大原で
8 .0　m，勝浦で 7 .0　mで，房総半島で死者約 280名と
いうことです。この地震の震源域の北端は，2011年
の東北地方太平洋沖地震の震源域とかぶりますが，領
域の大部分で 1677年以降 300年以上大きな地震が起
きていません。2011年の地震以降，この領域内で大
きな地震が誘発されるのではないかと危惧されています。
　このほかにも，M 7程度の地震として，明治東京地
震（1894年，M 7 .0），茨城県南部地震（1895年，M 
7 .2），龍

りゅう

ケ崎
さき

地震（1921年，M 6 .8），浦
うら

賀
が

水
すい

道
どう

地震
（1922年，M 6 .8），房総沖地震（1953年，M 7 .4）な
どがあります9)。読者の皆さんは，海岸や河川（津波
は河川を遡ります）の露頭で地層や岩石を観察するこ
とも多いと思います。そのようなとき，地震を感じた
ら情報に注意し，高台に避難することを忘れないでく
ださい。
 （佐藤利典）
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6　　　1章　房総半島の成り立ち　

沖合にある海溝において，海洋プレートの沈み込みに
よって，日本列島の土台となる地層（付加体）がつく
られていきました。プレートに乗って運ばれてきた深
海堆積物のチャートや海山起源の玄

げん

武
ぶ

岩
がん

，海山の周囲
に発達したサンゴ礁で形成された石

せっ

灰
かい

岩
がん

，さらには，
それらを乗せた海洋プレートの表層をつくる中央海

かい

嶺
れい

起源の玄武岩などの一部が，海洋プレートの沈み込み
によって海溝域で剥ぎとられ，大陸から運ばれてきた
砂や泥からなる地層と変形を受けながら合体・混合し，
大陸側に押しつけられて付加体が形成されました。こ
のような付加体が海側にどんどん成長していき（図
2），これらが，のちに日本列島の土台となりました2)。

2　日本海の拡大と四
し
国
こく
海
かい
盆
ぼん
の拡大

　新生代の新第三紀に入ったおよそ 2 000万年前頃
に，アジア大陸のへりのやや内陸側に亀裂が生じはじ
め，へりの部分が海側に向かってせり出して行きまし
た。亀裂でできた隙間は地下から上昇したマグマで埋
められました。このせり出した部分が現在の日本列島
に相当し，マグマで埋められた隙間が日本海になって
いきました。日本海の拡大はおよそ 1 600万年前頃に
終了し，日本列島がアジア大陸から切り離されて島弧
となりました3), 4)。
　一方で，日本海の拡大以前に，アジア大陸のへりの
南方ではもう一つの大きな大地の動きが起こっていま
した。それが四国海盆の拡大です。四国海盆とその南
方のパレスベラ海盆は，現在はフィリピン海プレート
の東半分を構成しています。この二つの海盆は，約
3 000万年前から 1 700万年前にかけて拡大したと考
えられています5)。現在，フィリピン海プレートの東
のへりをなす伊豆・小笠原海溝は，四国海盆の拡大以
前は，現在の四国海盆の西方に存在する九州-パラオ

　房総半島の大地は比較的新しい時代の地層で覆われ
ており，大地の基盤をなす古い時代の地層や岩石は，
銚子地域と房総半島南部の嶺

みね

岡
おか

山地に見られるのみで
す。この古い時代の地層や岩石の形成は，現在の房総
半島およびその周辺地域とは大きく異なった大陸と海
洋の配列やプレートの配置の下で行われました。

1　アジア大陸のへりの時代-付
ふ
加
か
体
たい
の形成

　日本列島の大地のなりたちにおいては，新生代新第
三紀中新世前期の終わり頃に起こった日本海の拡大が
大きな転換点となっています。日本列島は，それまで
はアジア大陸のへりに位置していました（図 1A）。そ
の当時は日本列島の姿は影も形もなく，大陸のへりの

1 . 2　古い時代の地層と岩石

：三波川帯 MTL：中央構造線

図 1　 四国海盆の拡大とこれに続く日本海の拡大．文献 1)に
基づく．

玄武岩
チャート海洋プレート

　　　表層部

砂岩泥岩互層（タービダイト）

押しつけられて変形した
　　　　　砂岩泥岩互層

斜面堆積物
海  溝

プレートの沈
み込み

海洋プレートをつくっていたチャートや玄武岩が
海溝に堆積した陸源性の砂岩泥岩互層中に
複雑に挟み込まれていく

←　大陸（日本列島） 海嶺　→

逆断層～衝上断層が発達する

図 2　付加体の形成過程の模式図．大陸起源の砂岩・泥岩と
海洋プレート上に形成された玄武岩やチャートなどが海溝
付近での逆断層運動により混合し，付加体が形成される．
文献 2)を改変．
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